
(57)【要約】

　少なくとも２つのチャネルを持つ通信システム上で媒

体にアクセスする方法において、マルチチャネルデバイ

スが帯域幅を増加させる目的で少なくとも２つのチャネ

ルをグループ化する。その方法は、チャネルがグループ

化される前に各個別のチャネルに対してプリアンブル及

びヘッダを送信することによりマルチチャネルデバイス

とシングルチャネルデバイスとが共存することを可能に

する。チャネルをスキャンすることができるシングルチ

ャネルデバイスは、こうして、後に続くメッセージがそ

れ自身に対して意図されたものでないことを検出する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 媒 体 に ア ク セ ス す る 方 法 に お い て 、 前 記 媒 体 が 少 な く と
も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 有 し 、 前 記 チ ャ ネ ル に お い て 、 送 信 さ れ る メ ッ セ
ー ジ は プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ に 加 え 、 後 続 す る 制 御 セ ク シ ョ ン 又 は デ ー タ セ ク シ ョ ン を
少 な く と も 有 し 、 前 記 メ ッ セ ー ジ の 前 記 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ が 前 記 チ ャ ネ ル の す べ て
の 上 で 繰 り 返 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ が 、 前 記 す べ て の チ ャ ネ ル 上 で 並 列 に 繰 り 返 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 送 信 さ れ る 前 記 メ ッ セ ー ジ が 、 送 信 要 求 、 受 信 準 備 完 了 、 ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト 及 び デ ー
タ タ イ プ の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 、 媒 体 ア ク セ ス 制 御 プ ロ ト コ ル を 持 つ 標 準 規 格 IEEE 802
.11、 つ ま り 802.11e又 は 802.11nに 対 し 動 作 し 、 前 記 媒 体 ア ク セ ス 制 御 プ ロ ト コ ル に 属 す
る 情 報 の 項 目 の 少 な く と も い く つ か は 、 前 記 す べ て の チ ャ ネ ル 上 で 繰 り 返 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 及 び ２ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 媒 体 ア ク セ ス が 、 標 準 規 格 IEEE 802.11、 つ ま り 802.11e又 は 802.11nの 下 で 行 わ れ
、 前 記 送 信 要 求 、 前 記 受 信 準 備 完 了 、 前 記 ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト 制 御 フ レ ー ム が 前 記 す べ て
の チ ャ ネ ル 上 で 送 信 さ れ 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 前 記 送 信 要 求 ／ 前 記 受 信 準 備 完
了 デ ー タ パ ケ ッ ト に お け る 前 記 情 報 に 基 づ き 、 ネ ッ ト ワ ー ク ア ロ ー ケ ー シ ョ ン ベ ク タ を セ
ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 媒 体 に ア ク セ ス す る 方 法 に お い て 、 前 記 媒 体 が 、 前 記 マ
ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 通 信 の た め に 要 求 す る こ と に な る チ ャ ネ ル を 少 な く と も ２ つ 持 つ
通 信 シ ス テ ム を 有 し 、
　 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 、 通 信 の た め に 要 求 さ れ る 前 記 チ ャ ネ ル の す べ て を
ス キ ャ ン す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル の １ つ が ア イ ド ル で あ る こ と 、 又 は 前 記 デ バ イ ス 自 身 に よ り 前 記 チ ャ ネ ル
上 で バ ッ ク オ フ が 行 わ れ て い る こ と を 発 見 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 該 チ ャ ネ ル を 他 の デ バ イ ス に 対 し て ブ ロ ッ ク す る ス
テ ッ プ と 、
　 要 求 さ れ る 前 記 他 の チ ャ ネ ル を 追 加 的 に ス キ ャ ン す る ス テ ッ プ と 、 前 記 関 連 す る チ ャ ネ
ル が ア イ ド ル で あ る こ と 、 又 は 前 記 関 連 す る チ ャ ネ ル に 対 す る バ ッ ク オ フ が 行 わ れ て い る
こ と を 発 見 す る と き 、 該 他 の チ ャ ネ ル の ブ ロ ッ ク 又 は 予 約 を 行 う ス テ ッ プ と に よ り 特 徴 付
け ら れ る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル を ブ ロ ッ ク す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス と 前 記 受 信
デ バ イ ス と に よ り 行 わ れ 、 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス と 前 記 受 信 デ バ イ ス と は そ れ ぞ れ
予 約 メ ッ セ ー ジ を 発 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 予 約 メ ッ セ ー ジ が 、 送 信 要 求 フ レ ー ム 及 び 受 信 準 備 完 了 フ レ ー ム の 形 式 で 実 現 さ れ
、 前 記 送 信 要 求 フ レ ー ム 及 び 受 信 準 備 完 了 フ レ ー ム は 、
　 送 信 を 行 う 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス の 周 囲 の 領 域 に あ る デ バ イ ス が 、 ネ ッ ト ワ ー ク
ア ロ ー ケ ー シ ョ ン ベ ク タ を セ ッ ト す る こ と に な る よ う 、 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ
り 前 記 フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し て 送 信 要 求 フ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 端 末 の 周 囲 の 領 域 に あ る 端 末 が ネ ッ ト ワ ー ク ア ロ ー ケ ー シ ョ ン ベ ク タ を セ ッ ト
す る こ と に な る よ う 、 前 記 受 信 デ バ イ ス に よ り 前 記 フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し て 受 信 準 備 完
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了 フ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と に 基 づ き 送 信 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 、 自 身 が 以 前 に ブ ロ ッ ク し た 前 記 チ ャ ネ ル の す べ て を 介
し て 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 を 用 い て 前 記 送 信 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル を ブ ロ ッ ク す る 前 記 ス テ ッ プ が 、 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル 端 末 が 前 記 チ ャ ネ ル
の １ つ を 介 し て 前 記 送 信 を 開 始 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 前 記 送 信 は 、 送 信 要 求 -受 信 準 備
完 了 機 構 を 伴 い 又 は 伴 わ ず に 行 わ れ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 媒 体 に ア ク セ ス す る 方 法 に お い て 、 前 記 媒 体 が 、 前 記 マ
ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 通 信 の た め に 要 求 す る こ と に な る チ ャ ネ ル を 少 な く と も ２ つ 持 つ
通 信 シ ス テ ム を 有 し 、 送 信 機 及 び 受 信 機 と 独 立 し た 第 ３ の デ バ イ ス は 、 送 信 す る こ と を 望
む 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス の た め の 前 記 チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る 前 記 チ ャ ネ ル を 予
約 又 は ブ ロ ッ ク す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ３ の デ バ イ ス が 、 複 数 の チ ャ ネ ル に 対 す る 媒 体 ア ク セ ス を 調 整 す る 責 任 を 負 う こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る 個 別 の チ ャ ネ ル が 同 時 に フ リ ー で は な い 場 合 、 前 記 第 ３
の デ バ イ ス は 、 二 者 択 一 的 に 、
(a)　 前 記 チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る す べ て の チ ャ ネ ル が フ リ ー に な る 時 間 ま で 、 １ つ の
チ ャ ネ ル 又 は 個 別 の チ ャ ネ ル が ブ ロ ッ ク さ れ る こ と 、 又 は
(b)　 送 信 す る こ と を 望 む 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に フ リ ー で あ る チ ャ ネ ル が 直 ち に
割 り あ て ら れ る こ と を も た ら す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 媒 体 ア ク セ ス が 、 標 準 規 格 IEEE 802.11つ ま り 802.11e又 は 802.11nの 下 で 行 わ れ 、
前 記 第 ３ の デ バ イ ス は 、 ハ イ ブ リ ッ ド コ ー デ ィ ネ ー タ 又 は ポ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ポ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ 又 は 前 記 ハ イ ブ リ ッ ド コ ー デ ィ ネ ー タ が 、 い わ ゆ る ビ ー コ
ン を 前 記 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て 並 列 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 標 準 規 格 で あ る ユ ニ バ ー サ ル ・ モ バ イ ル ・ テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム UMTSを 採
用 す る 通 信 シ ス テ ム に 対 す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 有 す る 媒 体 に ア ク セ ス す る こ と を 意 図
さ れ る マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 、 前 記 媒 体 に ア
ク セ ス す る 目 的 で 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 を 行 う こ と が 意 図 さ れ る マ ル チ チ
ャ ネ ル デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 持 ち 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の マ ル チ チ ャ
ネ ル デ バ イ ス を 少 な く と も １ つ 持 つ 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ る 媒 体 へ の ア ク セ ス 方 法 に 関 す る 。 そ の 媒 体 は

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-511972 A 2007.5.10



、 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 送 信 シ ス テ ム を 有 す る 。 そ の チ ャ ネ ル 上 で は 、 送 信 さ
れ る メ ッ セ ー ジ が 少 な く と も プ リ ア ン ブ ル と ヘ ッ ダ と 、 加 え て 後 続 す る デ ー タ フ ィ ー ル ド
と を 有 す る 。 そ の デ ー タ フ ィ ー ル ド は 、 「 有 益 な 情 報 」 と 呼 ば れ る ユ ー ザ デ ー タ か 、 又 は
例 え ば そ の 媒 体 へ の ア ク セ ス を 調 整 す る 制 御 情 報 の ど ち ら か を 含 む こ と が で き る 。 分 散 化
さ れ た 媒 体 ア ク セ ス の 方 法 及 び 中 央 集 中 化 さ れ た 媒 体 ア ク セ ス の 方 法 が 主 張 さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 信 シ ス テ ム の 周 波 数 帯 域 は 、 し ば し ば 、 チ ャ ネ ル と 呼 ば れ る サ ブ バ ン ド (sub-band)に
分 割 さ れ る 。 チ ャ ネ ル 上 で は 、 単 一 の 通 信 リ ン ク か 、 又 は シ ス テ ム の 完 全 な セ ル の い ず れ
か が 動 作 す る 。 後 者 は 、 例 え ば 、 802.11a/eや HiperLAN/2無 線 ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー
ク (WLAN)の 場 合 で あ る 。 802.11a/e WLANに 関 し て は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 基 本 仕 様 、 非
特 許 文 献 ２ 及 び 非 特 許 文 献 ３ が 、 本 書 で は 参 照 に よ り 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 チ ャ ネ ル の 帯 域 幅 は 、 セ ル 内 で の ２ 端 末 (station)間 で 得 ら れ る こ と の で き る 最 大 デ ー
タ レ ー ト 、 言 い 換 え る と セ ル の キ ャ パ シ テ ィ へ の 制 限 を 課 す 。 通 信 シ ス テ ム の キ ャ パ シ テ
ィ を 増 大 さ せ る 一 つ の 可 能 な 方 法 は 、 通 信 チ ャ ネ ル の 帯 域 幅 を 拡 張 す る こ と で あ る 。 プ リ
セ ッ ト さ れ た チ ャ ネ ル 定 義 に 基 づ き 、 こ れ は 、 一 層 大 き な 幅 を 持 つ 一 つ の チ ャ ネ ル を 得 る
た め に 、 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の チ ャ ネ ル を グ ル ー プ 化 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る こ と が で き
る 。 こ の 手 法 は 、 理 論 上 は 知 ら れ て お り 、 あ る WLANシ ス テ ム に お い て 実 現 さ れ て い る 。 そ
の シ ス テ ム に お い て は 、 高 い デ ー タ レ ー ト が 得 ら れ て お り 、 処 理 に お け る い わ ゆ る 「 タ ー
ボ 」 モ ー ド と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 信 シ ス テ ム に お い て は 、 あ る 程 度 多 数 の 端 末 が 存 在 す る 。 こ れ ら の う ち 、 ２ つ 又 は そ
れ 以 上 が 、 お 互 い に 一 時 的 な 接 続 を 同 時 に な す 。 チ ャ ネ ル の グ ル ー プ 化 は 、 関 連 す る す べ
て の 端 末 が 、 デ ー タ レ ー ト が 高 い 状 態 の モ ー ド で 動 作 す る 場 合 に の み 行 わ れ る こ と が で き
る 。 チ ャ ネ ル の グ ル ー プ 化 の た め に は 、 す べ て の 端 末 又 は タ ー ミ ナ ル (terminal)に 対 す る
１ つ の 標 準 規 格 が 存 在 し て い な け れ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 移 動 体 通 信 は ま さ に 、 端
末 の 製 造 業 者 が 多 様 に 存 在 し 、 そ の 端 末 が 標 準 化 さ れ て い な い チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 を 採 用
す る と い う 領 域 で あ る 。 チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 は 、 性 能 特 性 と し て 、 開 発 及 び 製 造 に 関 し 追
加 的 な 支 出 を 必 要 と す る の で 、 費 用 が 原 因 で 、 端 末 の 製 造 業 者 が 一 方 で チ ャ ネ ル グ ル ー プ
化 を 採 用 す る 携 帯 端 末 (hand terminal)を 提 供 し 、 他 方 で こ の 性 能 特 性 を 持 た な い 携 帯 端
末 を 提 供 す る 場 合 も あ り う る 。 ま た 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 が 通 信 シ ス テ ム に 導 入 さ れ る 前
に 開 発 さ れ 販 売 さ れ た 旧 式 の 端 末 は 、 高 い デ ー タ 通 信 レ ー ト を 持 つ モ ー ド で の 動 作 が 不 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 標 準 規 格 IEEE 802.11eは 、 媒 体 ア ク セ ス に 関 す る 分 散 化 さ れ た ス キ ー ム 及 び 中 央 集 中 化
さ れ た ス キ ー ム の 両 方 を 結 合 す る 。 こ の た め に 用 い ら れ る こ と の で き る ア ル ゴ リ ズ ム が 、
802.11シ ス テ ム を 例 と し て 説 明 さ れ る こ と に な る 。 基 本 の 802.11 MACプ ロ ト コ ル は 、 リ ッ
ス ン ・ ビ フ ォ ー ・ ト ー ク (listen-before-talk)ス キ ー ム と し て 動 作 す る 自 律 分 散 制 御 (DCF
)で あ る 。 自 律 分 散 制 御 は 、 搬 送 波 感 知 多 重 ア ク セ ス (CSMA)に 基 づ く 。 無 線 媒 体 に お い て
、 他 の 通 信 が 何 ら 行 わ れ て い な い こ と が 検 出 さ れ る と 、 端 末 は 2304バ イ ト を 上 限 と す る 任
意 長 の MACサ ー ビ ス デ ー タ ユ ニ ッ ト (MSDU)を 発 行 す る 。 し か し な が ら 、 ２ つ の 端 末 が 同 時
に チ ャ ネ ル が フ リ ー (free:通 信 状 態 に な い )で あ る こ と を 検 出 す る と 、 両 者 が 共 に 使 用 す
る 無 線 通 信 媒 体 を 介 し て 、 つ ま り 空 中 を 介 し て デ ー タ が 送 信 さ れ る と き 、 コ リ ジ ョ ン (col
lision:衝 突 )が 発 生 す る 。 802.11 MACプ ロ ト コ ル は 、 こ の 種 の コ リ ジ ョ ン の 可 能 性 を 減 ら
す た め に 、 コ リ ジ ョ ン 回 避 (CA)の 機 構 を 規 定 す る 。 そ れ は 、 コ リ ジ ョ ン 回 避 機 構 の 一 部 で
あ る が 、 送 信 を 開 始 す る 前 に 、 端 末 は 、 待 ち プ ロ セ ス 又 は バ ッ ク オ フ プ ロ セ ス (backoff p
rocess:再 送 遅 延 処 理 )を 行 う 。 端 末 は 、 チ ャ ネ ル が フ リ ー で あ る こ と を 検 出 し た 後 、 追 加
的 に ラ ン ダ ム な 時 間 期 間 、 チ ャ ネ ル を リ ッ ス ン (listening out)し 続 け る 。 こ の 追 加 的 な
ラ ン ダ ム な 時 間 期 間 チ ャ ネ ル が フ リ ー で あ る 状 態 を 保 つ 場 合 に の み 、 そ の 端 末 は 通 信 を 開
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始 す る こ と を 許 可 さ れ る 。 こ の ラ ン ダ ム な 待 ち 時 間 は 、 コ ン ス タ ン ト な 部 分 と ラ ン ダ ム な
部 分 と を 有 す る 。 コ ン ス タ ン ト な 部 分 は 、 DCFイ ン タ ー フ レ ー ム ス ペ ー ス (DIFS)と 呼 ば れ
、 802.11a MACプ ロ ト コ ル の 場 合 34マ イ ク ロ 秒 の 長 さ で あ る 。 ラ ン ダ ム な 部 分 は 、 ゼ ロ と
最 大 時 間 と の 間 の 長 さ を 持 つ 。 DIFSス ペ ー ス は 、 従 っ て 、 そ の 端 末 に 対 す る 最 小 可 能 待 ち
時 間 で あ る 。 待 ち 時 間 の ラ ン ダ ム な 部 分 の 長 さ は 、 タ イ ム ス ロ ッ ト (ス ロ ッ ト 時 間 )の 長 さ
の 倍 数 と し て 得 ら れ る 。 そ の 長 さ は 、 802.11a MACプ ロ ト コ ル の 場 合 9マ イ ク ロ 秒 で あ る 。
各 端 末 は 、 待 た れ る べ き ス ロ ッ ト タ イ ム の 数 に 対 応 す る ラ ン ダ ム な 値 を 引 き 出 し (draw)、
そ れ を い わ ゆ る コ ン テ ン シ ョ ン ウ イ ン ド ウ (contention window)(CW)に 格 納 す る 。 9マ イ ク
ロ 秒 の 各 期 間 の 終 了 の 際 、 CWの 値 が １ 減 ら さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム の 受 信 に 成 功 す る 度 に 、 受 信 端 末 は 直 ち に ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト フ レ ー ム
(ACK)を 送 信 す る 。 コ ン テ ン シ ョ ン ウ イ ン ド ウ の 大 き さ は 、 通 信 に 失 敗 す る 場 合 、 つ ま り
送 信 さ れ た デ ー タ フ レ ー ム の ACKが 受 信 さ れ な い (not acknowledged)場 合 に 拡 大 さ れ る 。
送 信 時 に お け る 試 み が 失 敗 す る と 毎 回 、 新 し い 媒 体 ア ク セ ス が 新 た な 待 ち 時 間 の 後 実 行 さ
れ る 。 そ の 新 た な 待 ち 時 間 は 、 現 在 の コ ン テ ン シ ョ ン ウ イ ン ド ウ の ２ 倍 に 等 し い 長 さ で あ
る よ う 選 択 さ れ る 。 こ れ は 、 複 数 の 端 末 が そ の チ ャ ネ ル に 対 す る ア ク セ ス を 得 よ う と 試 み
る 場 合 に コ リ ジ ョ ン の 確 率 を 減 少 さ せ る 。 チ ャ ネ ル が ビ ジ ー (busy)で あ っ た 時 間 の 間 に チ
ャ ネ ル ア ク セ ス を 延 期 し た そ れ ら の 端 末 は 、 新 た な ラ ン ダ ム な 待 ち 時 間 を 選 択 す る こ と は
な い が 、 チ ャ ネ ル が 再 度 ア イ ド ル と な る こ と を 検 出 す る と 、 そ の 延 期 さ れ た 媒 体 ア ク セ ス
の た め 時 間 の カ ウ ン ト ダ ウ ン を 継 続 す る 。 こ う し て 、 他 の 端 末 と 比 較 し て 長 い ラ ン ダ ム な
待 ち 時 間 が 原 因 で 、 チ ャ ネ ル ア ク セ ス を 延 期 し た 端 末 は 、 端 末 が 送 信 を 開 始 し よ う と す る
試 み を 再 開 す る と き 高 い 優 先 度 を 与 え ら れ る 。 送 信 に 成 功 し た 後 、 毎 回 、 送 信 端 末 は 、 た
と え そ の 時 送 信 す る た め の 追 加 的 な MSDUを 持 た な い と し て も 、 新 た な ラ ン ダ ム な 待 ち プ ロ
セ ス (バ ッ ク オ フ )を 行 う 。 こ れ は 、 い わ ゆ る 「 ポ ス ト バ ッ ク オ フ 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、 こ
の 待 ち プ ロ セ ス は 、 送 信 前 で は な く 送 信 後 に 行 わ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 802.11 MACプ ロ ト コ ル の 下 で は 、 端 末 が デ ー タ を 送 信 し 始 め る こ と が で き る 前 に 、 ラ ン
ダ ム な 持 続 時 間 の 待 ち プ ロ セ ス (バ ッ ク オ フ )を 端 末 が 行 う 必 要 が な い 状 況 が 存 在 す る 。 こ
の 状 況 は 、 よ り 高 位 層 か ら の MSDUが 端 末 に 到 着 し 、 最 後 の 送 信 に 対 す る ポ ス ト バ ッ ク オ フ
が 既 に 完 了 し て い る 場 合 、 又 は 言 い 換 え る と 、 キ ュ ー が 存 在 せ ず 、 加 え て チ ャ ネ ル が 最 小
の DIFS時 間 の 間 ア イ ド ル で あ る 場 合 に 生 じ る 。 こ の MSDUの 後 に 到 着 す る す べ て の 後 続 す る
MSDUは 、 再 度 キ ュ ー が な く な る ま で 、 ラ ン ダ ム な 待 ち 時 間 の 後 送 信 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 長 い フ レ ー ム が コ リ ジ ョ ン を 生 じ (colliding:衝 突 し )、 一 度 以 上 送 信 さ れ る 可 能 性 を 抑
え る た め 、 デ ー タ フ レ ー ム も フ ラ グ メ ン ト 化 さ れ る (fragmented)。 長 い MSDUは 、 フ ラ グ メ
ン テ ー シ ョ ン に よ り 、 複 数 の 小 さ な デ ー タ フ レ ー ム 、 つ ま り フ ラ グ メ ン ト に 分 割 さ れ る こ
と が で き 、 そ れ は デ ー タ フ レ ー ム に 対 し て 個 別 に ACKが 受 信 さ れ る の で (acknowledged)連
続 的 に 送 信 さ れ る こ と が で き る 。 フ ラ グ メ ン テ ー シ ョ ン の 利 点 は 、 送 信 に 失 敗 す る 場 合 、
こ の 失 敗 が 初 期 の 時 間 点 に お い て 検 出 さ れ る こ と が で き 、 従 っ て 、 少 な い デ ー タ の み が 再
送 さ れ な け れ ば な ら な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 CSMAを 用 い る シ ス テ ム に お い て 、 隠 れ 端 末 (hidden station)の 問 題 が あ る 。 こ れ は CSMA
シ ス テ ム に お け る 固 有 の 問 題 で あ り 、 オ プ シ ョ ン と し て 使 用 さ れ る こ と が で き る 送 信 要 求
(request-to-send)/受 信 準 備 完 了 (clear-to-send)(RTS/CTS)機 構 を シ ス テ ム が 規 定 す る こ
と を 緩 和 す る 。 デ ー タ フ レ ー ム が 送 信 さ れ る 前 に 、 シ ス テ ム が 短 い RTSフ レ ー ム を 送 信 す
る こ と が 可 能 で あ る 。 そ れ は 、 受 信 端 末 か ら の CTS送 信 に よ り 続 か れ る 。 RTS及 び CTSフ レ
ー ム は 、 次 の デ ー タ フ レ ー ム 、 つ ま り 、 第 １ の フ ラ グ メ ン ト と 、 対 応 す る ACK応 答 と の 送
信 時 間 の 長 さ に 関 す る 情 報 を 含 む 。 こ う し て 実 現 さ れ る 事 は 、 送 信 端 末 に 近 い 別 の 端 末 と
、 受 信 端 末 に 近 い 隠 れ 端 末 と が 、 送 信 を 開 始 し な い こ と で あ る 。 な ぜ な ら 、 そ れ ら は 、 い
わ ゆ る ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ロ ケ ー シ ョ ン ・ ベ ク タ (NAV)と 呼 ば れ る カ ウ ン タ を セ ッ ト す る た
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め で あ る 。 RTS/CTS機 構 は 、 隠 れ 端 末 に 対 し て 長 い デ ー タ フ レ ー ム を 保 護 す る 役 に 立 つ 。
フ ラ グ メ ン テ ー シ ョ ン に よ り 、 非 常 に 多 数 の ACKが 送 信 さ れ る 。 一 方 で 、 RTS/CTSに よ り 、
MSDUは 、 一 つ の デ ー タ フ レ ー ム で 効 率 的 に 送 信 さ れ る こ と が で き る 。 RTSフ レ ー ム 、 CTSフ
レ ー ム 、 デ ー タ フ レ ー ム 及 び ACKフ レ ー ム の シ ー ケ ン ス に お い て 連 続 す る フ レ ー ム の そ れ
ぞ れ の ペ ア の 間 で 、 802.11aの 下 で は 16マ イ ク ロ 秒 の 長 さ で あ る 、 シ ョ ー ト ・ イ ン タ ー フ
レ ー ム ス ペ ー ス (SIFS)が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 従 来 技 術 に 関 連 し 、 自 律 分 散 制 御 (DCF)の 例 を 示 す 図 で あ る 。 シ ョ ー ト ・ イ ン
タ ー フ レ ー ム ス ペ ー ス (SIFS)は 、 DCFイ ン タ ー フ レ ー ム ス ペ ー ス (DIFS)よ り 短 い 。 そ の 結
果 と し て 、 CTS応 答 フ レ ー ム 及 び ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト フ レ ー ム (ACK)は 常 に 無 線 媒 体 へ の ア
ク セ ス に 関 し て 高 い 優 先 度 を 持 つ 。 MACプ ロ ト コ ル の 最 新 バ ー ジ ョ ン で あ る 802.11eプ ロ ト
コ ル に お い て は 、 拡 張 自 律 分 散 制 御 (EDCF)が 導 入 さ れ て お り 、 そ れ は 未 だ 同 様 に 動 作 す る
が 、 加 え て 、 例 え ば 、 ア ク セ ス 優 先 度 の よ う な 異 な る タ イ プ の ト ラ フ ィ ッ ク も サ ポ ー ト す
る 。 図 １ に 示 さ れ る ６ つ の 端 末 に 対 す る 時 間 ベ ー ス の 図 に お い て 、 端 末 ６ は 、 送 信 を 行 っ
て い る 端 末 ２ の RTSフ レ ー ム を 検 出 す る こ と が で き な い が 、 端 末 １ の CTSフ レ ー ム を 検 出 す
る こ と は で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 知 ら れ た 機 能 で あ る 、 ハ イ ブ リ ッ ド ・ コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ・ フ ァ ン ク シ ョ ン (HCF)
は 、 (E)DCFア ク セ ス に 対 す る 規 則 を 拡 張 す る 。 802.11e MACに 不 可 欠 な 性 能 特 性 は 、 ト ラ
ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ オ ポ チ ュ ニ テ ィ (TXOP)で あ る 。 TXOPは 、 開 始 時 間 に よ り 規 定 さ れ る 、 端
末 が 送 信 を 開 始 す る た め の 権 利 を 受 信 す る 時 点 と 、 最 大 持 続 時 間 と の 間 の 間 隔 と し て 規 定
さ れ る 。 TXOPは 、 コ ン テ ン シ ョ ン (EDCF-TXOP)を 用 い て 割 り 当 て ら れ る か 、 又 は HCF(ポ ー
リ ン グ (polled)TXOP)に よ り 与 え ら れ る 。 ハ イ ブ リ ッ ド ・ コ ー デ ィ ネ ー タ (HC)と 呼 ば れ る
セ ル 内 の １ 端 末 だ け が 、 他 の 端 末 に 送 信 許 可 を 、 つ ま り 、 TXOPを 与 え る こ と が で き る 。 ポ
ー リ ン グ TXOPの 持 続 時 間 は 、 割 り 当 て る フ レ ー ム 内 の 時 間 フ ィ ー ル ド に よ り 特 定 さ れ る 。
ハ イ ブ リ ッ ド ・ コ ー デ ィ ネ ー タ は 、 MSDU送 信 が 開 始 さ れ る こ と を 可 能 に す る の に 、 い つ で
も TXOPを そ れ 自 身 に 対 し 割 り 当 て る こ と が で き る が 、 PIFS(ポ イ ン ト ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ・
イ ン タ ー フ レ ー ム ・ ス ペ ー ス 、 集 中 制 御 用 フ レ ー ム 間 隔 )に 等 し い 時 間 の 間 、 チ ャ ネ ル が
ア イ ド ル で あ る こ と を 検 出 す る 場 合 の み で あ る 。 PIFSの 時 間 は 、 DIFSの 時 間 よ り も 短 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ リ ジ ョ ン が 減 ら さ れ る こ と を 可 能 に す る 追 加 的 な ラ ン ダ ム ア ク セ ス ・ プ ロ ト コ ル が 80
2.11eプ ロ ト コ ル の 一 部 と し て 規 定 さ れ る 。 い わ ゆ る コ ン ト ロ ー ル ド ・ コ ン テ ン シ ョ ン (co
ntrolled contention)は 、 そ の 送 信 要 求 に 関 し て 、 ど の 端 末 が 、 ど ん な と き に 問 い 合 わ せ
ら れ る 必 要 が あ る か を 学 習 す る 機 会 を ハ イ ブ リ ッ ド ・ コ ー デ ィ ネ ー タ に 与 え る 。 コ ン ト ロ
ー ル ド ・ コ ン テ ン シ ョ ン 機 構 は 、 ソ ー ス ク エ リ を 送 信 す る こ と に よ り 、 他 の (E)DCFト ラ フ
ィ ッ ク を 干 渉 す る こ と な く 、 ポ ー リ ン グ TXOPが 割 り 当 て ら れ る こ と を 端 末 が 要 求 す る こ と
を 可 能 に す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 ANSI/IEEE Std 802.11、 1999 edition
【 非 特 許 文 献 ２ 】 ” IEEE Std 802.11a-1999: High-speed Physical Layer in the 5 GHz 
Band, Supplement to Standard IEEE 802.11” 、 IEEE New York、 Sep.1999
【 非 特 許 文 献 ３ 】 ” IEEE Std 802.11e/D4.2: Medium Access Control(MAC) Enhancements
 for Quality of Service(QoS)、 Draft Supplement to Standard IEEE 802.11” 、 IEEE N
ew York、 Feb.2003
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム に お け る マ ル チ チ ャ ネ
ル デ バ イ ス に よ る 媒 体 ア ク セ ス の た め の 方 法 を 特 定 す る こ と に あ る 。 そ の 方 法 は 、 チ ャ ネ
ル グ ル ー プ 化 の 性 能 特 性 を 持 た な い 端 末 に 、 そ の 通 信 シ ス テ ム に お け る 送 信 及 び 受 信 の 機
会 を 与 え る 。 つ ま り 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ ス と マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス と が 共 存 す る
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こ と を 可 能 に す る 方 法 で あ る 。 方 法 は 、 分 散 化 さ れ た 機 構 と 中 央 集 中 化 さ れ た 機 構 と に 対
し て 特 定 さ れ る こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ る 媒 体 へ の ア ク セ ス 方 法 に よ る 本 発 明 に 基 づ
き 達 成 さ れ る 。 そ の 媒 体 は 、 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 有 し 、 そ の
チ ャ ネ ル 上 で 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ は 、 少 な く と も プ リ ア ン ブ ル 、 ヘ ッ ダ 、 及 び 後 続 す る
、 フ レ ー ム の コ ン ト ロ ー ル セ ク シ ョ ン 又 は デ ー タ セ ク シ ョ ン を 有 し 、 そ の メ ッ セ ー ジ の プ
リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ は 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て 繰 り 返 さ れ る 。 フ レ ー ム に お け る 制
御 情 報 が す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て 繰 り 返 さ れ る 結 果 と し て 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ ス
で さ え 、 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ を ピ ッ ク ア ッ プ し 、 標 準 準 拠 待 ち プ ロ セ ス を 、 可 能 で あ
れ ば (possibly)ラ ン ダ ム な バ ッ ク オ フ 時 間 を 伴 い 行 う こ と が で き る 。 PHY及 び MACヘ ッ ダ が
す べ て の 周 波 数 チ ャ ネ ル に 対 し て 繰 り 返 さ れ な か っ た 場 合 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ ス は
、 送 信 を 認 識 す る こ と は な い で あ ろ う し 、 不 定 (indeterminate)時 間 長 に 対 し て そ の チ ャ
ネ ル を ブ ロ ッ ク す る 干 渉 で あ る と 解 釈 す る こ と に な ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ は 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対
し て 並 列 に 繰 り 返 さ れ る 。 メ ッ セ ー ジ の こ う し た 部 分 の 並 列 な 送 信 は 、 チ ャ ネ ル が フ リ ー
に な る ま で 開 始 す る こ と が で き な い 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン は 、 並 列 な 送 信 の 結 果 と し て 生 じ
る 、 デ ー タ 通 信 レ ー ト に お け る 損 失 が 比 較 的 小 さ い こ と を 示 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 追 加 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 後 続 す る 、 フ レ ー ム の コ ン ト ロ ー ル セ ク シ ョ ン 又 は デ ー タ
セ ク シ ョ ン は 、 送 信 要 求 (RTS)、 受 信 準 備 完 了 (CTS)、 ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト (ACK)又 は デ ー
タ (DATA)の グ ル ー プ か ら 取 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お け る 特 別 な 実 施 形 態 に お い て 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 媒 体 ア ク セ ス 制
御 (MAC)プ ロ ト コ ル を 持 つ 標 準 規 格 で あ る IEEE 802.11つ ま り 802.11e又 は 802.11nに 対 し て
動 作 す る 。 そ し て プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ だ け で は な く 、 少 な く と も い く つ か の MACプ ロ
ト コ ル に 属 す る 情 報 の 項 目 も 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 も し 媒 体 ア ク セ ス が 標 準 規 格 802.11つ ま り 802.11eの 下 で 行 わ れ る と 、 RTS、 CTS及 び ACK
制 御 フ レ ー ム が す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て 送 信 さ れ る 。 そ れ は 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ
ス が 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ロ ケ ー シ ョ ン ・ ベ ク タ (NAV)を 、 RTS/CTSデ ー タ パ ケ ッ ト に 含
ま れ る 情 報 に 基 づ き セ ッ ト す る こ と を 意 味 す る 。 NAVの 設 定 は 、 カ ウ ン タ が 開 始 す る こ と
を も た ら し 、 タ ー ゲ ッ ト カ ウ ン ト が 到 達 さ れ る ま で 無 線 通 信 媒 体 に ア ク セ ス す る 試 み が 何
ら な さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 目 的 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ る 媒 体 へ の ア ク セ ス 方 法 に よ る 本 発 明 に 基 づ
い て も 達 成 さ れ る 。 そ の 媒 体 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 通 信 の た め に 要 求 す る こ と に
な る 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 有 し 、 そ の 方 法 は 以 下 の
－ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 通 信 の た め に 要 求 さ れ る す べ て の チ ャ ネ ル を ス キ ャ ン
す る ス テ ッ プ と 、
－ 　 こ れ ら の チ ャ ネ ル の う ち の 単 一 の チ ャ ネ ル が ア イ ド ル で あ る こ と 又 は デ バ イ ス 自 身 に
よ る バ ッ ク オ フ が こ の チ ャ ネ ル で 行 わ れ て い る こ と を 発 見 す る ス テ ッ プ と 、
－ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り こ の チ ャ ネ ル を 他 の デ バ イ ス に 対 し て ブ ロ ッ ク す る ス
テ ッ プ と 、
－ 　 要 求 さ れ る 他 の チ ャ ネ ル を 更 に ス キ ャ ン し 、 関 連 す る チ ャ ネ ル が ア イ ド ル で あ る か 又
は そ の 関 連 す る チ ャ ネ ル で バ ッ ク オ フ が 行 わ れ て い る こ と を 発 見 す る と き 、 そ の チ ャ ネ ル
の ブ ロ ッ ク 又 は 予 約 を 行 う ス テ ッ プ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 個 別 の チ ャ ネ ル の 連 続 的 な ブ ロ ッ キ ン グ の 結 果 と し て 最 終 的 に 達 成 さ れ る も の は 、 通 信
の た め に 要 求 さ れ る す べ て の チ ャ ネ ル が ア イ ド ル で あ る 状 態 で あ る 。 ブ ロ ッ ク さ れ た チ ャ
ネ ル を ス キ ャ ン す る 他 の デ バ イ ス は 、 チ ャ ネ ル が ア イ ド ル で は な い こ と を 認 識 し 、 そ こ で
自 分 達 自 身 で は 通 信 を 開 始 し な い 。 メ ッ セ ー ジ の 送 信 は 、 そ れ か ら グ ル ー プ 化 さ れ た チ ャ
ネ ル を 用 い て 、 こ う し て 高 い デ ー タ レ ー ト で 行 わ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 ア イ ド ル で あ る チ ャ ネ ル の ブ ロ ッ キ ン グ は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ
バ イ ス と 受 信 デ バ イ ス と に よ り 行 わ れ る 。 そ れ ら は そ れ ぞ れ 予 約 メ ッ セ ー ジ を 発 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 予 約 メ ッ セ ー ジ は 、 RTS及 び CTSフ レ ー ム の 形 式 で 実 現 さ れ 、 そ
れ は 以 下 の
－ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ り 、 送 信 を 行 う そ の マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス の 周 囲 の 領
域 に お け る デ バ イ ス が そ の NAVを セ ッ ト す る こ と に な る よ う 、 フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し て R
TSフ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
－ 　 そ の 受 信 デ バ イ ス に よ り 、 そ の 受 信 端 末 の 周 囲 の 領 域 に お け る 端 末 が そ の NAVを セ ッ
ト す る こ と に な る よ う 、 そ の フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し て CTSフ レ ー ム を 送 信 す る ス テ ッ プ
と に よ り 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 こ の 場 合 、 以 前 に ブ ロ ッ ク さ れ た す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し
て 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 を 用 い て そ の 送 信 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 ア イ ド ル で あ る チ ャ ネ ル を 所 定 の 時 間 期 間 ブ ロ ッ ク す る こ と が
、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が シ ン グ ル チ ャ ネ ル を 介 し た 送 信 を 開 始 す る こ と に よ り 行 わ れ
る 。 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 RTS-CTS機 構 を 伴 い 又 は 伴 う こ と な く 二 者 択 一 的 に そ れ
を 行 う 。 RTS-CTS機 構 が 必 要 と す る も の は 、
－ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル 端 末 に よ る フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し た RTSフ レ ー ム の 最 適 な 送 信 と 、
－ 　 受 信 端 末 に よ る CTSフ レ ー ム の 最 適 な 送 信 と 、
－ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル 端 末 に よ る フ リ ー な チ ャ ネ ル を 介 し た デ ー タ フ レ ー ム の 送 信 (と 、 チ
ャ ネ ル の ブ ロ ッ キ ン グ と )で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 目 的 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ る 媒 体 へ の ア ク セ ス 方 法 に よ る 本 発 明 に 基 づ
い て も 達 成 さ れ る 。 そ の 媒 体 は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス が 通 信 の た め に 要 求 す る こ と に
な る 少 な く と も ２ つ の チ ャ ネ ル を 持 つ 通 信 シ ス テ ム を 有 し 、 そ の 方 法 に お い て (送 信 機 及
び 受 信 機 と は 独 立 し た )第 ３ の デ バ イ ス が 、 送 信 を 希 望 す る マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス の た
め の チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る チ ャ ネ ル を 予 約 し 、 ブ ロ ッ ク す る 。 こ の 第 ３ の デ バ イ ス は
、 同 期 ビ ー コ ン を 発 行 す る こ と に 対 し て ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 責 任 を 負 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 そ の 第 ３ の デ バ イ ス は 、 複 数 の チ ャ ネ ル に 対 す る 媒 体 ア ク セ ス
を 調 整 す る こ と に 責 任 を 負 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る 個 別 の チ ャ ネ ル が 同 時 に フ リ ー と は
な っ て い な い 場 合 に 、 第 ３ の デ バ イ ス が 二 者 択 一 的 に
(a)　 そ の チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る す べ て の チ ャ ネ ル が フ リ ー に な る 時 間 ま で 、 １ つ の
チ ャ ネ ル 又 は 個 別 の チ ャ ネ ル が ブ ロ ッ ク さ れ る 、 又 は
(b)　 フ リ ー に な る チ ャ ネ ル が 、 送 信 す る こ と を 希 望 す る マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に 直 ち
に 割 り 当 て ら れ る こ と を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 あ る 実 施 形 態 に お い て 、 媒 体 ア ク セ ス は 、 標 準 規 格 IEEE 802.11つ ま り 802.11e又 は 802.
11nの 下 で 行 わ れ る 。 そ し て そ の 第 ３ の デ バ イ ス は 、 一 般 的 に い わ ゆ る ハ イ ブ リ ッ ド コ ー
デ ィ ネ ー タ 又 は ポ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ で あ る 。 チ ャ ネ ル の 中 央 集 中 化 さ れ た 予 約 が 第 ３
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の デ バ イ ス に よ り 行 わ れ る 。 そ れ は 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し
て ビ ー コ ン を 発 行 す る こ と に 責 任 を 負 う と 同 時 に 、 フ リ ー で あ る こ と を 保 つ か 、 又 は 送 信
を 希 望 す る マ ル チ チ ャ ネ ル 端 末 に 対 し て チ ャ ネ ル グ ル ー プ 内 の す べ て の チ ャ ネ ル を 予 約 す
る 。 も し そ の 第 ３ の デ バ イ ス 又 は 端 末 が 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 す る 媒 体 ア ク セ ス を 調 整
す る こ と に 責 任 を 負 う 場 合 、 同 時 に 使 用 さ れ る こ と が で き る フ ェ ー ズ が チ ャ ネ ル グ ル ー プ
に 含 ま れ る す べ て の チ ャ ネ ル 上 の マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に 対 し て 与 え ら れ る 態 様 で 、 そ
の 第 ３ の デ バ イ ス 又 は 端 末 は 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て そ の デ バ イ ス を 予 約 す る こ と が
で き る 。 に も か か わ ら ず 、 そ の チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る 個 別 の チ ャ ネ ル は 、 同 時 に フ リ
ー に な る べ き で は な く 、 そ の チ ャ ネ ル グ ル ー プ に お け る す べ て の チ ャ ネ ル が フ リ ー に な る
ま で 、 そ の 第 ３ の 端 末 が マ ル チ チ ャ ネ ル 端 末 に 対 す る チ ャ ネ ル を 確 保 す る こ と が で き る よ
う な ２ つ の 異 な る 態 様 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 媒 体 ア ク セ ス は 、 標 準 規 格 で あ る IEEE 802.11つ
ま り 802.11e又 は 802.11nの 下 で 行 わ れ る 。 そ し て そ の 第 ３ の デ バ イ ス は 、 ハ イ ブ リ ッ ド コ
ー デ ィ ネ ー タ 又 は ポ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 方 法 の 追 加 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 そ の ポ イ ン ト コ ー デ ィ ネ ー タ 又 は ハ イ ブ リ ッ ド コ
ー デ ィ ネ ー タ は 、 す べ て の チ ャ ネ ル に 対 し て い わ ゆ る ビ ー コ ン を 並 列 に 送 信 す る 。 そ の 送
信 は 、 必 要 で あ れ ば 、 同 時 に 又 は 同 期 化 さ れ た 態 様 で 行 わ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 ス タ ン ダ ー ド ・ ユ ニ バ ー サ ル ・ モ バ イ ル ・ テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン ・ シ ス テ ム (UMTS)を 用 い る 通 信 シ ス テ ム で 採 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 及 び 他 の 側 面 は 、 本 書 に 説 明 さ れ る 実 施 形 態 よ り 明 ら か と な り 、 実 施 形
態 を 参 照 し て 説 明 さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ は 、 従 来 技 術 に お け る 送 信 の 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。 送 信 は 、 チ ャ ネ ル が ア イ ド ル
で あ る と き で さ え 、 常 に た だ 一 つ の チ ャ ネ ル で の み 行 わ れ る 。 ア イ ド ル で あ る チ ャ ネ ル は
、 本 ケ ー ス に お い て は 、 チ ャ ネ ル ３ (ch3)が 該 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 １ の 変 形 例 (variant)の 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。 メ ッ セ
ー ジ に つ い て の 可 能 な 例 が 、 ６ つ の チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ の １ つ に 示 さ れ る 。 ２ つ の 端 末 は
、 通 常 、 交 互 に RTSフ レ ー ム 、 CTSフ レ ー ム 、 DATAフ レ ー ム 及 び ACKフ レ ー ム を 送 信 す る こ
と に よ り チ ャ ネ ル を 介 し て 通 信 す る 。 時 間 T 1 に お い て 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 チ ャ
ネ ル グ ル ー プ 化 を 用 い て デ ー タ を 送 信 し 始 め よ う と す る 。 本 例 に お い て 、 ６ つ の チ ャ ネ ル
を ス キ ャ ン す る と 、 チ ャ ネ ル １ 、 ２ 及 び ５ が ア イ ド ル で あ る こ と を 示 す 。 す る と 直 ち に 、
プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ PRに 続 き 、 RTSフ レ ー ム が ま ず 送 信 さ れ 、 CTSフ レ ー ム が そ れ か ら
受 信 さ れ る 。 こ の 場 合 並 列 に ３ つ の CTSフ レ ー ム を 受 信 す る と 、 チ ャ ネ ル １ 、 ２ 及 び ５ は
、 ブ ロ ッ ク さ れ る 。 そ れ は 、 シ ン グ ル チ ャ ネ ル デ バ イ ス か マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス か に 関
係 な く 、 い ず れ か の 他 の 端 末 が そ れ ら の NAVを セ ッ ト す る こ と を 意 味 す る 。 時 間 T 2 に お い
て 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 チ ャ ネ ル ４ が ア イ ド ル で あ る こ と を 検 出 す る 。 す る と 直
ち に 、 RTS-CTS手 続 が 行 わ れ 、 そ し て こ の チ ャ ネ ル は ブ ロ ッ ク さ れ る 。 同 じ こ と が 時 間 T 3
で チ ャ ネ ル ３ に も 生 じ る 。 ６ つ の チ ャ ネ ル の う ち ５ つ が 一 旦 ブ ロ ッ ク さ れ る と 、 最 後 の チ
ャ ネ ル 、 つ ま り チ ャ ネ ル ６ も ま た ア イ ド ル で あ る と 認 識 さ れ る と き 、 デ ー タ の 送 信 が 時 間
T 4 で 開 始 さ れ る 。 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ PRは 、 ６ つ の 個 別 の チ ャ ネ ル を 介 し て 送 信 さ れ
、 デ ー タ DATAの 送 信 は 、 高 い デ ー タ レ ー ト が 達 成 さ れ る 手 段 で あ る チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 を
用 い て 行 わ れ る 。 デ ー タ の 送 信 が 完 了 す る と 、 送 信 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス は 、 各 個 別 の
チ ャ ネ ル 上 で 、 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ PRに 続 き 、 ア ク ノ リ ッ ジ メ ン ト フ レ ー ム ACKを 受
信 す る 。 こ の 変 形 例 の 利 点 は 、 デ ー タ の 送 信 が 、 固 定 の 高 い デ ー タ レ ー ト で 発 生 後 直 ち に
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(right at the outset)開 始 し 、 す べ て の チ ャ ネ ル 上 で 同 時 に 開 始 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 ２ の 変 形 例 に お け る 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。 本 例 に お い
て は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル デ バ イ ス に よ る ス キ ャ ン が 開 始 す る 前 に 、 メ ッ セ ー ジ と そ の チ ャ ネ
ル に 関 す る ビ ジ ー ／ ア イ ド ル 状 態 と が 図 ３ に お い て 同 じ で あ る と 仮 定 さ れ る 。 し か し な が
ら 、 ア イ ド ル 状 態 に あ る チ ャ ネ ル に 関 し て は 、 デ ー タ の 送 信 は 、 そ れ ら を ブ ロ ッ ク す る 目
的 で 開 始 さ れ る 。 そ れ は こ の 場 合 時 間 T 4 で 発 生 す る 。 別 の チ ャ ネ ル 上 で は 、 チ ャ ネ ル が ア
イ ド ル で あ る こ と が 検 出 さ れ る と す ぐ (可 能 で あ れ ば 間 を お い た 後 )、 送 信 が 開 始 す る 。 そ
れ は 、 本 例 に お い て 、 チ ャ ネ ル ４ で の 時 間 T 5 及 び チ ャ ネ ル ３ で の 時 間 T 6 が そ の 場 合 で あ る
と 検 出 さ れ る 。 時 間 T 7 に お い て 、 最 後 の チ ャ ネ ル 、 つ ま り チ ャ ネ ル ６ も 同 様 な 状 態 に 置 か
れ る 。 こ の チ ャ ネ ル 上 で 、 ま ず メ ッ セ ー ジ は 、 プ リ ア ン ブ ル 及 び ヘ ッ ダ を 伴 い 開 始 す る 。
こ れ に 続 き 、 チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 が ６ つ の チ ャ ネ ル す べ て を 用 い る DATAフ レ ー ム に 対 し て
行 わ れ る 。 デ ー タ の 送 信 の 開 始 T 4 に お い て 、 ３ つ の 個 別 の チ ャ ネ ル が 並 列 に 使 用 さ れ 、 時
間 T 7 で の み 帯 域 幅 が チ ャ ネ ル グ ル ー プ 化 に よ り 増 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ３ つ の 図 す べ て に 当 て は ま る こ と だ が 、 コ ン ト ロ ー ル フ レ ー ム の 終 端 と 、 プ リ ア ン ブ ル
及 び ヘ ッ ダ の 開 始 と の 間 に 示 さ れ る ス ペ ー ス は 、 こ こ に 短 い 間 が 存 在 す る 場 合 が あ る こ と
を 示 す た め の も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に 関 連 し 、 自 律 分 散 制 御 (DCF)の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 に お け る 送 信 の 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 １ の 変 形 例 に お け る 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 ２ の 変 形 例 に お け る 時 間 ベ ー ス の 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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